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２
０
２
１
年
、令
和
３
年
の
新
年

を
迎
え
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、感
染

拡
大
は
い
ま
だ
に
収
束
の
兆
し
が
見

え
な
い
状
況
で
す
。

　

本
学
園
に
お
い
て
は
昨
年
３
月
の

前
橋
育
英
高
等
学
校
・
卒
業
式
、育
英

短
期
大
学
・
学
位
記
授
与
式
は
規
模

を
縮
小
し
て
挙
行
し
ま
し
た
が
、４

月
の
入
学
式
や
様
々
な
行
事
が

中
止
や
内
容
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、高
校
生

の
部
活
動
に
お
い
て
も
、群
馬

県
・
北
関
東
を
中
心
に
行
わ
れ

る
予
定
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
中
止

を
は
じ
め
、各
大
会
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
４
月
７
日
、政

府
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
後
、

大
学
・
短
大
の
授
業
は
１
か
月

遅
れ
の
５
月
11
日
か
ら
遠
隔
授
業
が

始
ま
り
、急
遽
導
入
さ
れ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
は
学
生
の
皆
さ
ん
、教
職

員
の
皆
さ
ん
に
多
大
な
ご
負
担
を
お

か
け
し
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、高

等
学
校
も
６
月
15
日
か
ら
分
散
授
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
大
学
・
短
大
・
高

校
と
も
に
常
勤
・
非
常
勤
を
含
め
教

職
員
の
皆
様
、各
関
係
者
の
皆
様
の

ご
尽
力
・
ご
協
力
に
よ
り
授
業
を
開

始
、進
め
る
こ
と
が
で
き
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
引
き

続
き
の
対
応
が
続
く
中
、学
内
・

校
内
の
感
染
拡
大
防
止
や
情
報

教
育
環
境
、教
育
環
境
整
備
等
に

つ
い
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

育
英
大
学
は
こ
の
４
月
で
開

学
４
年
目
を
迎
え
完
成
年
度
と

な
り
ま
す
。
ま
た
前
橋
育
英
高

等
学
校
で
は
２
０
２
２
年
度
か

ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
よ
り

保
育
科
が
普
通
科
保
育
コ
ー
ス

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
育
英
短

期
大
学
へ
の
進
学
の
み
で
な
く
、

育
英
大
学
教
育
学
部
児
童
教
育

専
攻
へ
の
進
学
、又
は
多
方
面
の

進
路
選
択
を
可
能
に
す
る
た
め

の
改
変
と
な
り
ま
す
。

　

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学
・

前
橋
育
英
高
等
学
校
と
も
に
、コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、よ
り
一
層

の
改
革
・
進
化
を
遂
げ
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
、Ａ
Ⅰ
化
に
対
応
す
る
べ

く
情
報
環
境
を
整
え
、教
育
内
容

を
充
実
さ
せ
地
域
社
会
、全
国
か

ら
評
価
さ
れ
る
学
園
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
、本
年
が
皆

様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
て
、年
頭
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

役
員
・
評
議
員

法
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学
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有
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石
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學
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高
校
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金
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雅
人
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髙
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佐
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詔
一

理　

事※

（
法
人
本
部
長
） 

岩
川　

正
典

理　

事※

（
短
大
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科
長
・
教
授
） 

泉
水　

清
志

理　

事※

（
高
校
学
監
） 

山
田　

耕
介

理　

事（
短
大
特
任
教
授
） 

小
野
澤
正
喜

理　

事 

福
島　

英
人

理　

事 

前
田　
　

宏

監　

事 

代
田　

恭
之

監　

事 

富
岡　

政
明

評
議
員（
大
学
教
育
学
部
長
・
教
授
） 

新
井　

保
幸

評
議
員（
高
校
副
校
長
） 

神
山　

義
幸

評
議
員（
大
学
・
短
大
事
務
局
長
） 

岡
田　

紳
哉

評
議
員（
高
校
事
務
長
） 

武
田　

雅
彦

評
議
員（
総
務
部
長
） 

久
住　
　

洋

評
議
員 

新
井　

信
雄

評
議
員 

根
岸
美
智
代

評
議
員 

関
根　

映
一

評
議
員 

中
島　
　

篤

評
議
員 

北
條　

哲
成

評
議
員 

遠
山　

浩
二

評
議
員 

石
井　

晃
英

評
議
員 

大
塚
智
枝
子

評
議
員 

石
井　

昌
代

評
議
員 

髙
月
有
記
恵

評
議
員 

亦
野　

高
裕

評
議
員 

北
原　

崇
夫

大
学
・
短
期
大
学

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
長
・
教
授 

朝
岡　

正
雄

保
育
学
科
長
・
教
授 

松
本　
　

尚

学
生
支
援
部
長
・
准
教
授 

柳
川　

美
麿

図
書
館
長
・
教
授 

内
田　

基
美

幼
児
教
育
研
究
所
長
・
教
授 

小
屋　

美
香

教
職
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授 

藤
島
喜
代
仁

学
生
支
援
課
長
・
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長 

中
井　

俊
二

学
生
支
援
課
長
補
佐
・
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長
補
佐 

嶌
津　

秀
一

教
務
課
長 

中
澤　

朋
弘

教
務
課
次
長 

平
澤　

精
人

入
試
広
報
課
長 

桂　

健
太
郎

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長
補
佐 

福
室　

秀
一

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長
補
佐 

青
木　

茂
人

総
務
部　

財
務
課
長 

伊
藤　

憲
康

総
務
部　

企
画
課
長
・
財
務
課
次
長 

髙
月　

広
喜

教　

頭 

上
原　

敏
広

事
務
課
長
補
佐 

塚
田　
　

恵

高
等
学
校

※

は
評
議
員
兼
任

謹
賀
新
年

ご

挨

拶

　

昨
年
９
月
７
日
、群
馬
育
英
学
園
に

「
食
堂
棟
」と「
第
二
体
育
館
」が
竣
工
し

ま
し
た
。
育
英
大
学
の
完
成
年
度
を
迎

え
る
に
あ
た
り
増
加
す
る
学
生
に
、新
た

に
学
生
食
堂
を
設
け
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
育
英
大
学
設
置
認
可
を
受
け
る
際

に
運
営
上
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

学
生
の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
第

二
体
育
館
を
設
置
し
ま
し
た
。
大
学
強

化
指
定
ク
ラ
ブ
で
あ
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
が

練
習
拠
点
と
し
、東
日
本
学
生
リ
ー
グ
１

部
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、大
学
教

育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
の
授
業
で
も

使
用
し
、学
生
・
教
職
員
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
教
育
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
進
化
し
続
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、大
学
・
短
期
大
学
共
に
よ
り
高
質
な

教
育
を
追
求
し
て
参
り
ま
す
。

食
堂
棟
・
第
二
体
育
館
完
成

 

施
設
拡
充
に
つ
い
て

■延床面積：食堂棟417.69㎡／第二体育館648㎡
■構造：軽量鉄骨造平屋建
■設計・監理：株式会社亦野建築設計事務所
■施工：池下工業株式会社

学校法人  群馬育英学園
広報委員会

発　　　行



学校法人 群馬育英学園

令和元年度 決算報告
　学園の令和元年度決算は、本年度5月29日（金）に開催された理事会において承認可決され、
続いて開催された評議員会に報告されました。令和元年度決算は下記のとおりです。

資 金 収 支 計算 書
平成31年4月 1日より
令和 2 年3月31日まで （単位：円）

特別収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

資産売却差額 0 0 0
その他の特別収入 13,532,000 24,515,380 ▲10,983,380
特別収入計 13,532,000 24,515,380 ▲10,983,380

収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

学生生徒等納付金収入 1,585,097,000 1,604,083,860 ▲18,986,860
手数料収入 52,754,000 51,454,226 1,299,774
寄付金収入 71,499,000 87,861,736 ▲16,362,736
補助金収入 613,193,000 654,802,732 ▲41,609,732
資産売却収入 0 380,000 ▲380,000
付随事業・収益事業収入 36,602,000 38,394,000 ▲1,792,000
受取利息・配当金収入 241,000 114,820 126,180
雑収入 103,025,000 154,229,654 ▲51,204,654
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 157,390,000 151,982,000 5,408,000
その他の収入 1,114,500,000 1,295,743,095 ▲181,243,095
資金収入調整勘定 ▲128,880,000 ▲241,805,209 112,925,209
前年度繰越支払資金 1,201,184,724 1,201,184,724 0
収入の部合計 4,806,605,724 4,998,425,638 ▲191,819,914

特別収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

資産処分差額 0 3,281,500 ▲3,281,500
その他の特別支出 0 2,939,833 ▲2,939,833
特別支出計 0 6,221,333 ▲6,221,333
特別収支差額 13,532,000 18,294,047 ▲4,762,047

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
 0
［予備費］ 30,000,000  30,000,000
基本金組入前当年度収支差額 ▲45,850,000 ▲47,617,498 1,767,498
基本金組入額合計 ▲42,701,000 ▲171,903,871 129,202,871
当年度収支差額 ▲88,551,000 ▲219,521,369 130,970,369
前年度繰越収支差額 ▲4,096,090,139 ▲4,096,090,139 0
翌年度繰越収支差額 ▲4,184,641,139 ▲4,315,611,508 130,970,369
　（参考）
事業活動収入計 2,475,943,000 2,601,605,528 ▲125,662,528
事業活動支出計 2,521,793,000 2,649,223,026 ▲127,430,026

事 業 活 動 収 支 計算 書
平成31年4月 1日より
令和 2 年3月31日まで

教育活動収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

（単位：円）

教育活動収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

学生生徒等納付金 1,585,097,000 1,604,083,860 ▲18,986,860
手数料 52,754,000 51,454,226 1,299,774
寄付金 71,499,000 74,169,336 ▲2,670,336
経常費等補助金 613,193,000 654,802,732 ▲41,609,732
付随事業収入 36,602,000 38,394,000 ▲1,792,000
雑収入 103,025,000 154,071,174 ▲51,046,174
教育活動収入計 2,462,170,000 2,576,975,328 ▲114,805,328

教育活動外収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

受取利息・配当金 241,000 114,820 126,180
教育活動外収入計 241,000 114,820 126,180

人件費 1,651,853,000 1,726,428,574 ▲74,575,574
教育研究経費 699,177,000 717,992,059 ▲18,815,059
管理経費 139,948,000 197,397,067 ▲57,449,067
徴収不能額等 0 475,000 ▲475,000
教育活動支出計 2,490,978,000 2,642,292,700 ▲151,314,700
教育活動収支差額 ▲28,808,000 ▲65,317,372 36,509,372

教育活動外収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

借入金等利息 815,000 708,993 106,007
教育活動外支出計 815,000 708,993 106,007
教育活動外収支差額 ▲574,000 ▲594,173 20,173
経常収支差額 ▲29,382,000 ▲65,911,545 36,529,545

支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

人件費支出 1,651,853,000 1,681,827,124 ▲29,974,124
教育研究経費支出 505,726,000 509,224,863 ▲3,498,863
管理経費支出 134,453,000 194,075,964 ▲59,622,964
借入金等利息支出 815,000 708,993 106,007
借入金等返済支出 42,293,000 44,983,000 ▲2,690,000
施設関係支出 49,200,000 182,829,823 ▲133,629,823
設備関係支出 32,221,000 30,225,352 1,995,648
資産運用支出 0 55,477,843 ▲55,477,843
その他の支出 1,162,159,000 1,269,136,898 ▲106,977,898
予備費 30,000,000 0 30,000,000
資金支出調整勘定 ▲27,587,000 ▲92,242,755 64,655,755
翌年度繰越支払資金 1,225,472,724 1,122,178,533 103,294,191
支出の部合計 4,806,605,724 4,998,425,638 ▲191,819,914

管理経費 7.5%

教育研究
経費 27.2%

人件費 65.3%

徴収不能額等 0.0%

雑収入 6.0%
付随事業収入 1.5%

経営費等
補助金 25.4%

寄付金 2.9%

手数料 2.0%

学生生徒等
納付金 62.2%

支出

収入

令和元年度 事業活動収支構成比率

第58号 ぐ ん ま 育 英 令和3年（2021年） 1月29日発行（2）



（3）令和3年（2021年） 1月29日発行 ぐ ん ま 育 英 第58号

貸 借 対 照 表
令和 2 年3月31日現在 （単位：円）

資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

固定資産 7,751,941,202 7,691,528,919 60,412,283
　有形固定資産 7,658,910,398 7,653,880,739 5,029,659
　　土地 3,165,261,343 3,161,760,184 3,501,159
　　建物 3,619,533,058 3,604,163,169 15,369,889
　　構築物 227,226,449 230,634,064 ▲3,407,615
　　教育研究用機器備品 297,281,613 321,853,672 ▲24,572,059
　　管理用機器備品 28,310,989 27,562,700 748,289
　　図書 248,792,746 245,352,159 3,440,587
　　車輌 33,784,200 38,554,791 ▲4,770,591
　　建設仮勘定 38,720,000 24,000,000 14,720,000
　特定資産 51,976,448 736,020 51,240,428
　　退職給与引当特定預金 45,337,470 736,020 44,601,450
　　クラブ活動特定預金 6,638,978 0 6,638,978
　その他の固定資産 41,054,356 36,912,160 4,142,196
　　電話加入権 1,963,507 1,963,507 0
　　保険積立金 16,278,879 12,271,343 4,007,536
　　敷金 1,279,000 1,249,000 30,000
　　貸付金 21,269,000 21,269,000 0
　　その他預託金 263,970 159,310 104,660
流動資産 1,211,332,443 1,226,451,436 ▲15,118,993
　現金預金 1,122,178,533 1,201,184,724 ▲79,006,191
　未収入金 78,901,049 12,327,216 66,573,833
　有価証券 724,238 724,039 199
　前払金 6,928,598 9,748,060 ▲2,819,462
　仮払金 2,600,025 2,467,397 132,628
資産の部合計 8,963,273,645 8,917,980,355 45,293,290

負債の部
科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

固定負債 263,034,178 207,209,424 55,824,754
　長期借入金 53,500,000 96,432,000 ▲42,932,000
　退職給与引当金 45,337,470 736,020 44,601,450
　長期未払金 164,196,708 110,041,404 54,155,304
流動負債 552,124,301 515,038,267 37,086,034
　短期借入金 42,932,000 44,983,000 ▲2,051,000
　未払金 30,907,069 33,493,678 ▲2,586,609
　前受金 152,064,500 163,889,500 ▲11,825,000
　預り金 326,220,732 272,672,089 53,548,643
負債の部合計 815,158,479 722,247,691 92,910,788
純資産の部

基本金 12,463,726,674 12,291,822,803 171,903,871
　第1号基本金 12,277,726,674 12,146,822,803 130,903,871
　第4号基本金 186,000,000 145,000,000 41,000,000
繰越収支差額 ▲4,315,611,508 ▲4,096,090,139 ▲219,521,369
　翌年度繰越収支差額 ▲4,315,611,508 ▲4,096,090,139 ▲219,521,369
　　純資産の部合計 8,148,115,166 8,195,732,664 ▲47,617,498
　負債及び純資産の部合計 8,963,273,645 8,917,980,355 45,293,290

令
和
元
年
度 

賃
借
対
照
表

負債・純資産の部

固定負債 2.9%
基本金・
繰越収支差額 90.9%

流動負債 6.2%

資産構成比率

固定資産 86.5%流動資産 13.5%

1. 重要な会計方針

（2）その他の重要な会計方針

（1）引当金の計上基準

2. 重要な会計方針の変更等

3. 減価償却額の累計額の合計額 4,765,785,417円

4. 徴収不能引当金の合計額 0円

5. 担保に供されている資産の種類および額

土　　地 2,405,914,057円
建　　物 2,773,934,388円

第4基本金に相当する資金を有しており、該当しない。

6. 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行う
 こととなる金額 149,702,044円

7. 当該会計年度の末日において第4号基本金に相当する資金を
 有していない場合のその旨と対策

8. その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項

■属　　性 役員及びその近親者が議決権の
  過半数を所有している会社

■役員法人等の名称 上毛資源株式会社

■住　　所 前橋市高井町

■資本金又は出資金 50,000,000円

■事業の内容又は職業 廃棄物処理・清掃業務会社経営

■関係内容
 役員の兼任等 兼任1名
 事業上の関係 廃棄物処理・清掃業務契約

■取引の内容 校内廃棄物処理及び清掃委託（注1）

■取引金額 14,238,430円

（2）関連当事者との取引

（1） 通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている
 所有権移転外ファイナンス・リース取引

● 平成21年4月1日以降に開始したリース取引

6,282,354円
1,555,432円

10,582,440円
4,597,614円

リース物件の種類

教育研究機器備品
管理用機器備品

リース料総額 未経過リース料期末残高

関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。

補助活動に係る収支については、総額表示している。
● 食堂その他教育活動に付随する活動に係る収支の表示方法

期末要支給額1,037,767,884円から公益財団法人群馬県私学
振興会（退職団体）よりの要交付額992,430,414円を控除した
45,337,470円全額計上している。

（注1） 業務委託費については市場価格を勘案して一般的な
取引条件と同様に決定している。

● 退職給与引当金

預り金については、総額表示している。
● 預り金その他経過項目に係る収支の表示方法

未収入金等の徴収不能に備えるため、個別に見積もった    
徴収不能額を計上する事としている。

該当なし

● 徴収不能引当金

《注記》



短
期
大
学
学
科
だ
よ
り

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
始
ま
り
、コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
に
暮
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
が
、新
春
を
迎
え
１
日
も
早
い
終
息

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

混
乱
し
た
１
年
で
し
た
が
、お
陰
様

で
開
学
３
年
の
育
英
大
学
は
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
教
職

員
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
み
な

さ
ん
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
感
謝
致

す
次
第
で
す
。

　

令
和
３
年
は
大
学
の
完
成
年
度
と
な

り
、第
１
回
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、教
育
学
部

教
育
学
科
と
し
て
、ま
ず
は
教
員
、次
に

公
務
員
の
採
用
試
験
の
合
格
を
目
指
し
、

教
員
、公
務
員
の
採
用
試
験
対
策
講
座

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
、冬
休

み
な
ど
の
長
期
休
暇
を
利
用
し
、開
講

す
る
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
制
の
対
策
講
座
で
、

学
生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
30
年
以
上
の
実
績
を
も
つ「
資

格
学
校
Ｔ
Ａ
Ｃ
」と
連
携
し
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
て
、多
く
の
合
格
者
を
出
す
た

め
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
生
に
と
っ
て
、大
学
評
価
基
準

の
一
つ
と
し
て
卒
業
生
の
進
路
先
が
あ

り
、次
年
度
の
受
験
動
向
を
左
右
す
る

た
め
、教
職
員
一
体
と
な
っ
て
就
職
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、令
和
４
年
度
以
降
は
、文
部

科
学
省
の
規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
る

な
か
で
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
含
め
て
の
大

学
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

育
英
短
期
大
学
は
、保
育
学
科
、現

代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
２
学
科

制
で
県
内
で
は「
イ
ク
短
」の
名
称
で
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、全
国
的
に
短

期
大
学
の
入
学
者
は
減
少
傾
向
で
、厳

し
い
状
況
の
中
で
の
積
極
的
な
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
学
科
は
、文
部
科
学
省
の
進
め

る
幼
小
接
続
に
対
応
す
る
た
め
、よ
り

高
度
の
教
育
を
実
施
す
る
目
的
で
、ス

ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し

た
。
子
ど
も
表
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
、子
供

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、子
ど
も
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
３
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、学
生
の
希

望
に
応
じ
て
選
べ
ま
す
。
併
せ
て
現

場
で
即
戦
力
と
な
れ
る
専
門
性
の
高

い
保
育
者
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、

知
る
、調
べ
る
、話
す
、表
現
す
る
と
い

う
実
践
的
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年

か
ら
は
全
国
大
学
初
の
こ
こ
ろ
み
と
な

る
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
た
コ
ー
ス

を
開
設
す
る
予
定
で
す
。Ｉ
Ｔ
技
術

者
を
養
成
し
た
り
、介
護
施
設
と
連

携
し
て
認
知
症
の
治
療
に
役
立
て
た

り
と
幅
広
い
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、教
育
、教
育
現
場
で
か
か
え

る
多
く
の
問
題
の
中
心
と
な
っ
て
対
応

す
る
に
は
、Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
な
く
、

人
間
で
あ
る
と
の
視
点
に
た
ち
改
革

を
進
め
ま
す
。Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ
５
・
０
も

Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
支
配
さ
れ
、看
視
さ

れ
る
よ
う
な
未
来
で
は
な
く
、日
々
の

煩
雑
で
不
得
手
な
作
業
な
ど
か
ら
解

放
さ
れ
て
誰
で
も
が
、快
適
で
活
力
に

満
ち
た
質
の
高
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
、人
間
中
心
の
社

会
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
、

育
英
大
学
お
よ
び
育
英
短
期
大
学

の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
公
正
・
純

真
・
奉
仕
・
友
愛
」を
も
と
に
、道
徳

心
と
専
門
性
を
備
え
た
人
材
の
育

成
を
続
け
る
事
で
地
域
社
会
に
愛
さ

れ
、必
要
と
さ
れ
る
育
英
大
学
・
育

英
短
期
大
学
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
徳
心
と
専
門
性
を
備
え
た

 

人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て

│
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

 

保
育
者
養
成
に
つい
て
│

│
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科

 

の
将
来
に
つい
て
│

育
英
大
学

育
英
短
期
大
学
だ
よ
り

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学

石
井 

　
學

学
長

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
中
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
保
育

学
科
で
は
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
・

免
許
取
得
の
た
め
の
実
習
が
思
う
よ
う
に

実
施
で
き
ず
不
安
を
抱
え
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。
社
会
的
立
場
か
ら
医
師
・
看
護

師
・
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
職
場
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
に

お
い
て
も
休
み
な
く
勤
務
し
、休
養
の
取
れ

な
い
中
で
も
、休
み
な
く
働
い
て
い
た
社
会

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
が
果
た
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
社
会
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る

保
育
の
仕
事
は
、災
害
時
な
ど
で
も
直
接

的
で
は
な
い
も
の
の
必
要
と
さ
れ
る
職
業

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
遠
隔
授
業
で
本

来
の
学
習
が
行
え
な
い
状
況
下
に
お
い
て

も
、本
学
で
の
教
育
の
目
的
は
、社
会
の
一

翼
を
担
う
保
育
者
養
成
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
社
会
人
と
し
て
保
育
の
職

場
で
働
く
卒
業
生
に
は
、社
会
福
祉
の
世

界
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
教
職
員
一
同
、保
育
の
育
英
と

言
わ
れ
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
本
学
の
教
育

力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
か

ら
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保育学科長

松本　尚

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
日
頃
よ
り
地
域
や
皆
様
方
の
ご
支
援

に
対
し
、大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、遠

隔
授
業
、分
散
登
校
と
い
っ
た
例
年
と
は
異

な
る
教
育
を
行
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
が
、そ
の
中
で
も
新
入
生
八
十
三
名
及
び

二
年
生
は
有
意
義
な
短
大
生
活
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

　
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」で
は
社
会
の
変
化
が

急
激
で
あ
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
短
期
大

学
の
教
育
も
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、従
来
の

六
つ
の
コ
ー
ス
に
基
づ
く
教
育
に
加
え
、令

和
三
年
度
よ
りｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
教

育
を
行
い
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
的
技

術
及
び
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
修
得
し
た
、今
後
の
社
会
に

必
要
と
さ
れ
る
人
材
を
養
成
し
て
い
き
ま

す
。
前
橋
育
英
高
校
と
の
連
携
・
接
続
を

さ
ら
に
進
め
、育
英
大
学
と
も
協
力
し
な

が
ら
、群
馬
育
英
学
園
の
発
展
の
た
め
に

学
科
教
員
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
方
の

ご
支
援
、ご
指
導
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

泉水清志

現代コミュニ
ケーション学科長

第58号 ぐ ん ま 育 英 令和3年（2021年） 1月29日発行（4）

大学教育学部 278人

短期大学
保育学科 422人
現代コミュニ
ケーション学科 163人

学生数



大学専攻だより
　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、育
英
大
学
は
今
年
、一
年
生

か
ら
四
年
生
ま
で
の
全
学
年
が
揃
い
、

完
成
年
度
を
迎
え
ま
す
。
一
期
生
は

入
学
定
員
の
六
割
程
度
の
充
足
で
し
た

が
、二
期
生
以
降
は
入
学
定
員
を
充
足

で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

定
員
に
余
裕
の
あ
る
学
年
に
つ
い

て
は
、編
入
学
制
度
を
活
用
し
て
、

育
英
短
期
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

他
大
学
の
卒
業
者
等
を
迎
え
入

れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
一

年
生
は
入
学
式
も
で
き
な
い
ま
ま
、

五
月
か
ら
い
き
な
り
遠
隔
授
業
が

始
ま
り
、六
月
か
ら
は
対
面
授
業

も
併
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、暮
れ
に
は
ふ
た
た
び
遠
隔
授

業
に
戻
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。
わ
れ
わ
れ
教
員
も
初
め
て

経
験
す
る
遠
隔
授
業
へ
の
対
応
に

追
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
目
標
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
就

職
戦
線
が
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増

す
な
か
、四
年
生
全
員
を
卒
業
さ

せ
就
職
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
児
童

教
育
専
攻
・
幼
児
教
育
コ
ー
ス
の

三
年
生
は
春
休
み
に
初
め
て
の
保

育
実
習
に
取
り
組
み
ま
す
し
、新

年
度
に
入
る
と
教
員
免
許
取
得

希
望
の
四
年
生
は
母
校
で
教
育
実

習
を
行
い
、そ
れ
が
終
わ
る
と
教

員
採
用
試
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。

一
般
企
業
等
に
進
も
う
と
す
る

者
は「
内
定
」獲
得
ま
で
就
活
漬

け
の
日
々
が
続
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
年
の
本
学
に
は

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
目
白
押
し
で
控
え
て
い
ま
す
。

微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、御
理
解
と
御
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、ス

ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
は
令
和
二
年
四
月
に

入
学
定
員
を
超
え
る
六
十
一
名
の
三
期

生
を
迎
え
、無
事
三
年
目
を
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、本

年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
た
め
に

入
学
式
が
中
止
と
な
る
な
ど
、学
生
も

教
員
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
下
で
大
学

生
活
を
送
ら
ざ
る
お
え
な
い
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、四
月
の

授
業
こ
そ
休
講
と
な
り
ま
し
た
が
、

幸
い
な
こ
と
に
五
月
十
一
日
か
ら

は
遠
隔
授
業
、六
月
に
入
っ
て
か
ら

は
分
散
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

前
期
は
十
三
回
の
授
業
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
後

期
は
、九
月
二
十
三
日
か
ら
分
散

授
業
の
形
式
で
授
業
を
進
め
、十

五
回
の
授
業
を
確
保
す
る
予
定
で

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
三
年
生
は
、年
明
け
に
企

業
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出

し
、三
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
企
業
採

用
面
接
が
始
ま
る
な
ど
、本
格
的

な
就
職
活
動
を
行
う
季
節
と
な
り
、

五
月
に
は
教
育
実
習
、七
月
以
降

は
教
員
・
公
務
員
の
採
用
試
験
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
二
年
生
は
、

十
二
月
に
行
わ
れ
る「
就
活
ス
タ
ー

ト
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
皮
切
り
に
、い
よ

い
よ
就
活
へ
の
準
備
が
始
ま
り
、こ

の
春
休
み
に
は
教
員
・
公
務
員
試
験

対
策
講
座
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
春
の
講
座
は
一
般
教
養
の
内

容
が
主
と
な
り
ま
す
の
で
、一
般
企

業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
学
生
に

も
強
く
受
講
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
令
和
三
年
度
入

試
も
順
調
に
推
移
し
、昨
年
同
様
、

こ
の
四
月
に
は
入
学
定
員
を
上
回

る
数
の
四
期
生
が
入
学
し
て
く
る

予
定
で
す
の
で
、引
き
続
き
皆
様

方
の
ご
支
援
、ご
指
導
の
ほ
ど
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

朝岡正雄

スポーツ
教育専攻長

新井保幸

教育学部長
児童教育専攻長

│
完
成
年
度
を
迎
え
る

 

育
英
大
学
│

令
和
元
年
度
後
期
・
令
和
２
年
度
前
期
の
成
績
優
秀
者
奨
学
金
の
授
与

令
和
元
年
度
後
期
・
令
和
２
年
度
前
期
の
成
績
優
秀
者
奨
学
金
の
授
与

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、令
和
元
年
度
後
期
の

成
績
優
秀
者
及
び
令
和
２
年
度
前
期
の

成
績
優
秀
者
に
奨
学
金
授
与
式
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ず
個
別
に
手
渡
し
で

行
い
ま
し
た
。

奨
学
金
は
、半
期
授
業
料
の
半
額
相
当

で
す
。

　

成
績
優
秀
奨
学
生
は
、以
下
の
と
お

り
で
す
。

■
令
和
元
年
度
　
後
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

 

児
童
教
育
専
攻

 

１
年
　
平
岡　

れ
ん

 

２
年
　
阿
部　

幸
音

 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

 

１
年
　
前
澤　

小
夏

 

２
年
　
須
藤　

千
聖

短
期
大
学

 

保
育
学
科

 

１
年

 

行
田　

光
希
・
稲
垣　

綾
乃

 

浦
田　
　

雅
・
金
井　

捺
海

 

羽
鳥
那
奈
美
・
中
野　
　

渚

 
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

   
１
年

 
鏑
木　

菜
々
・
福
島　

晶
美

■
令
和
２
年
度
　
前
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

 

児
童
教
育
専
攻

 

１
年
　
新
井　

玲
衣

 

２
年
　
平
岡　

れ
ん

 

３
年
　
阿
部　

幸
音

 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

 

１
年
　
早
川　
　

慶

 

２
年
　
前
澤　

小
夏

 

３
年
　
上
原　

優
希

短
期
大
学

 

保
育
学
科

 

１
年

 

茂
木　
　

光
・
大
熊　

七
葉

 

白
石
由
佳
子
・
今
野
ほ
の
か

 

２
年

 

稲
垣　

綾
乃
・
須
藤　

七
海

 

大
谷
ま
り
ん
・
羽
鳥
那
奈
美

 

行
田　

光
希

 

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

   

１
年

 

髙
草
木
栞
音
・
小
林
真
陽
留

   

２
年

 

石
田　

優
香
・
福
島　

晶
美
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本
学
の
学
生
が
本
年
度
に
活
躍
し
た
主
な
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
陸
上
競
技
部

 

■
第
97
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
予
選
会

（
10
／
17
）

　
・
新
田　

颯（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

１
時
間
３
分
17
秒（
学
生
連
合
選
出
）

 

■
関
東
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
10
／
９
、11
／
22
）

　
・
小
林 

拓
巳（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

男
子
２
部
棒
高
跳
び
：
優
勝

　
・
山
本 

竜
也（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

男
子
２
部
棒
高
跳
び
：
４
位

　
・
髙
橋 

奎
太（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
）

 

男
子
２
部
棒
高
跳
び
：
８
位

　
・
赤
坂 

雄
斗（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
）

 

男
子
２
部
１
０
０
０
０
ｍ
競
歩
：
７
位

　
・
齋
藤 

優
羽（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

女
子
走
高
跳
：
７
位

 

■
Ｕ
20
全
国
陸
上
競
技
大
会（
10
／
24
）

　
・
山
本 

竜
也（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

男
子
棒
高
跳
び
：
優
勝

　
・
小
林 

拓
巳（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

男
子
棒
高
跳
び
：
２
位

　
・
岡
本 

風
香（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

女
子
棒
高
跳
び
：
３
位

　
・
齋
藤 

優
羽（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

女
子
棒
高
跳
び
：
６
位

②
レ
ス
リ
ン
グ
部

 

■
２
０
２
０
年
文
部
科
学
大
臣
杯

全
日
本
大
学
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手
権

　
・
原
田 

真
吾（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

72
㎏
級
：
８
位

 

■
２
０
２
０
年
東
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
秋
季
大
会

（
11
／
24
〜
11
／
26
）

  

○
新
人
戦
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

　
・
庄
司　

秀（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

55
㎏
級
：
２
位

　
・
太
田 

楓
輝（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

63
㎏
級
：
３
位

　
・
原
田 

真
吾（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

72
㎏
級
：
優
勝

　
・
喜
多 

康
介（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

72
㎏
級
：
３
位

　
・
宮
田 

大
地（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

77
㎏
級
：
３
位

　
・
櫻
庭 

翔
真（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

82
㎏
級
：
３
位

  

○
新
人
戦
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
Ａ

　
・
鈴
木 

爽
元（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

79
㎏
級
：
３
位

　
・
大
原 

和
也（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
）

 

92
㎏
級
：
３
位

  
○
女
子
選
手
権

　
・
宮
原 
乙
葉（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

50
㎏
級
：
優
勝

　
・
嶋
田 
英
莉（
大
学
：
児
童
教
育
：
１
年
）

 

55
㎏
級
：
３
位

　
・
向
山　

凪（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
）

 

57
㎏
級
：
優
勝

　
・
元
木 

咲
良（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

59
㎏
級
：
優
勝

　
・
伏
部
内 

ま
こ（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
）

 
62
㎏
級
：
３
位

 

■
２
０
２
０
年
天
皇
杯
全
日
本
選
手
権

（
12
／
17
〜
12
／
20
）

　
・
櫻
井 

つ
ぐ
み（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

 

55
㎏
級
：
優
勝

　
・
下
野 

佑
実（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

53
㎏
級
：
３
位

③
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
大
学
・
短
大
）

 

■
群
馬
県
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ 

優
勝

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

　

本
研
究
所
で
は
、幼
児
教
育
・
保
育
に
携
わ
る
方
々
を
対
象
に
し
た「
リ
カ
レ

ン
ト
講
座
」を
実
施
し
て
お
り
、少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
前
期
は
、次
の
講
座
を
実
施
し
、講
演
の
ほ
か
に
所
員
に
よ
る

個
別
相
談
も
行
い
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、子
ど
も
の
発
す
る
サ
イ
ン
を「
か
ら
だ
の
サ
イ
ン
」「
表
情
の
サ

イ
ン
」「
行
動
の
サ
イ
ン
」と
し
て
分
類
し
、大
人
が
そ
の
子
ど
も
の
サ
イ
ン
を

受
け
止
め
、ど
の
よ
う
な
ケ
ア
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、そ
の
ケ
ア
方
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

育
英
短
期
大
学
幼
児
教
育
研
究
所

リ
カ
レ
ン
ト
講
座

■8月28日（金）17時30分～ 19時

演題 「コロナ禍における子どもと保育者自身の心のケア」

講師 石川京子先生（ＮＰＯ法人リンケージ理事長）
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今
年
の
テ
ー
マ
は「
Ｒ
ｅ
：
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ 

〜

繋
が
れ
今
と
い
う
一
瞬
を
〜
」で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
分
散
授

業
等
で
専
攻
・
学
科
内
で
も
交
流
が
出
来
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学
が

一
致
団
結
し
、再
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
願

い
を
込
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
桔
梗
祭
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
と
し
て
、群
馬
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、マ
ス
ク
着
用
や
受
付
時
の
検
温
、

消
毒
の
配
置
な
ど
の
徹
底
や
開
催
日
の
短
縮
を

行
う
な
ど
最
大
限
の
感
染
予
防
の
取
り
組
み
を

行
い
実
施
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
場
で
は
様
々
な
企
画
や
サ
ー
ク

ル
・
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
を
始
め
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
、男
装
・
女
装
な
ど
計
７
企
画
で
は
、学
生
が

更
に
盛
り
上
が
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま

し
た
。
企
画
に
つ
い
て
は
、全
て
の
企
画
に
対

し
て
感
染
対
策
を
行
う
な
ど
初
め
て
行
う
内
容

で
あ
っ
た
た
め
、大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　

苦
労
し
た
分
、無
事
に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
、学
生
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
た
こ
と
、

達
成
感
と
安
堵
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
に
お
い
て
も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、

楽
し
く
そ
し
て
安
全
に
桔
梗
祭
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
か
ら
、例
年
よ
り
準
備
期
間
を
設

け
る
こ
と
が
出
来
ず
、限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

精
一
杯
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
点

も
あ
り
ま
し
た
が
、私
達
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、ご
担
当

い
た
だ
い
た
先
生
方
を
は
じ
め
と
し
た
大
学
祭

実
行
委
員
会
の
協
力
を
得
て
コ
ロ
ナ
禍
に
も
負

け
な
い
新
た
な
大
学
祭
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
一
日
も
早

く
終
息
し
、来
年
も
更
に
皆
様
が
楽
し
め
る
大

学
祭
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

桔
梗
祭
２
０
２
０

大
学
祭
実
行
委
員
長（
大
学
）　　
　
　

笠
原 　

花
凛

大
学
祭
実
行
委
員
長（
短
大
）　　
　
　

大
塚 

彩
靖
乃
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現
在
、日
本
は
少
子
高
齢
化
が

諸
外
国
に
比
べ
て
と
て
も
速
い

ペ
ー
ス
で
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、家
族
形
態
も
大
き
く
変
化
し

て
き
て
お
り
、子
ど
も
世
帯
と
親

世
帯
が
同
居
す
る
大
家
族
の
形
態

か
ら「
夫
婦
の
み
」「
夫
婦
と
未
婚

の
子
ど
も
」「
父
親
ま
た
は
母
親
と

未
婚
の
子
ど
も
」と
い
っ
た
世
帯

で
あ
る
核
家
族
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、国
民
生
活
基
礎
調

査（
２
０
１
９
）に
よ
れ
ば
、令
和

元
年
度
の
世
帯
数
が
５
１
，７
８

５
世
帯
に
対
し
て
平
均
世
帯
人
員

は
２
・
３
９
人
と
１
世
帯
で
構
成

す
る
人
数
が
３
人
を
割
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
家
族
の
中
で
兄
弟
・

姉
妹
の
関
係
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
推
察
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
が

２
０
１
７（
平
成
29
）年
に
ス
タ
ー

ト
し
、保
育
需
要
は
よ
り
高
ま
っ

た
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
傾
向
に
伴
い
保
育

の
現
場
で
は
、保
育
者
が
保
護
者

か
ら
子
ど
も
を
預
か
り
発
育
・
発

達
を
支
え
る
の
み
な
ら
ず
、保
護

者
の
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や

不
安
を
受
け
と
め
、保
護
者
が
子

育
て
に
対
し
て
肯
定
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
保
護
者
は
ど
の
時
代

に
な
っ
て
も
子
ど
も
を
よ
り
よ

く
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、現
代
は
子
育
て
に
対
し
て
不

安
や
否
定
的
に
な
る
保
護
者
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
の

子
育
て
支
援
に
お
い
て
は
保
護

者
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
発
見
し
、

保
護
者
が
子
育
て
に
前
向
き
に

な
れ
る
よ
う
な
言
葉
が
け
や
支

援
が
必
要
と
な
り
ま
す（
ス
ト
レ

ン
グ
ス
視
点
）。
保
育
の
現
場
で

保
護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

保
育
者
と
保
護
者
が
子
ど
も
の

成
長
を
共
に
喜
べ
る
関
係
を
築

け
る
よ
う
に
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
の
学
び
を
学
生
が
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
講
義
内
容
を
充
実

し
て
い
き
ま
す
。

保
育
学
科
　
　
　
　
　
　

准
教
授
　
大
屋 

陽
祐

育
短
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

育
短
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

子
育
て
支
援
が
で
き
る
保
育
者
養
成
を
目
指
し
て

子
育
て
支
援
が
で
き
る
保
育
者
養
成
を
目
指
し
て

令
和
２
年
度
定
期
総
会（
書
面
総
会
）

後
援
会
だ
よ
り

令
和
２
年
度
定
期
総
会（
書
面
総
会
）

　

令
和
２
年
度
の
定
期
総
会
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、７
月
14
日

か
ら
30
日
に
か
け
て
書
面
に
よ
る
総
会
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
元
年
度
事
業
報
告
、決
算

報
告
、会
計
監
査
報
告
、令
和
２
年
度
新
役
員

の
改
選
、令
和
２
事
業
計
画
案
、予
算
案
を
審

議
い
た
だ
き
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、事
業
費
に
つ
い
は
、大
学
の
指
定
強

化
ク
ラ
ブ（
陸
上
部
、レ
ス
リ
ン
グ
部
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
）、地
域
活
動
で
活
躍
し
て
い

る
和
太
鼓
部
、ハ
ワ
イ
ア
ン
部
に
対
し
て
支

援
を
厚
く
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
後
援
会
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

今
年
度
の
桔
梗
会
総
会
は
対
面
で
の
通
常
開
催
が
難
し
く
、

書
面
で
の
総
会
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
開
催
さ
れ
た
書
面
総
会
で
は
、書
面
表
決
の
形
で

今
年
度
の
同
窓
会
活
動
等
の
内
容
が
審
議
さ
れ
、決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
に
お
い
て
は
、卒
業
謝
恩
パ
ー

テ
ィ
ー
へ
の
経
費
補
助
、卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、桔
梗

祭
カ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
イ
へ
の
特
別
補
助
等
の
事
業

に
加
え
、夏
場
に
向
け
て
の
教
室
等
の
熱
中
症
予
防
対
策
の

環
境
整
備
の
た
め
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
支
援
補

助
」事
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

８
月
付
け
で
必
要
な
環
境
整
備
費
用
に
充
て
て
い
た
だ
く

た
め
20
万
円
を
本
学
園
に
寄
付
し
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
、桔
梗
会
と
し
て
在
校
生
、卒
業

生
へ
の
支
援
を
深
め
る
と
共
に
、育
英
大
学
・
育
英
短
期
大

学
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

桔
梗
会
だ
よ
り

　

令
和
２
年
度
の
定
期
総
会

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、本
学
で

の
開
催
が
で
き
ず
書
面
総
会

と
し
て
７
月
１
日
か
ら
13
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
元
年
度

事
業
報
告
、決
算
報
告
、会
計

監
査
報
告
、令
和
２
年
度
新

役
員
の
選
出
、令
和
２
事
業

計
画
案
、予
算
案
を
審
議
い

た
だ
き
、原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
支
部
会
に
つ
い

て
も
役
員
の
皆
様
に
意
見
を

伺
い
実
施
見
合
わ
せ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、飛
翔
会
の
大
き
な

行
事
で
あ
る
桔
梗
祭（
学
園

祭
）で
の「
青
空
市
場
」も
在

学
生
だ
け
で
の
開
催
と
な
っ

た
た
め
、中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
対
策
を
は
じ
め
、

学
生
の
教
育
諸
活
動
・
就
職

活
動
の
支
援
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

飛翔会
だより

令
和
２
年
度
定
期
総
会

 

（
書
面
総
会
）

第58号 ぐ ん ま 育 英 令和3年（2021年） 1月29日発行（8）



　

昨
年
は
、年
明
け
早
々
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
中
、四
月
よ
り
前

校
長
の
山
田
先
生
に
替
わ
り
新
校
長
と

な
り
ま
し
た
。
学
校
は
、四
月
か
ら
の

約
二
ヶ
月
間
、臨
時
休
校
が
続
き
、六
月

に
入
り
、分
散
登
校
か
ら
通
常
登
校
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
日
ま
で
学

校
に
と
っ
て
大
切
な
節
目
で
あ
る
入
学

式
を
始
め
、予
定
さ
れ
て
い
た
多
く
の
学

校
行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

部
活
動
の
県
大
会
や
全
国
大
会
は
、そ

の
代
替
大
会
が
八
月
以
降
実
施
可
能
と

な
り
ま
し
た
が
、多
く
の
制
約
が
あ
る

中
で
の
実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
は
、治
ま
る
ど

こ
ろ
か
さ
ら
な
る
拡
大
が
心
配
さ
れ
る

状
況
で
す
。

　

し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
、こ

れ
ま
で
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
見
直

す
良
い
切
っ
掛
け
と
も
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
代
表
さ
れ

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
導
入
の
加
速
化
で
す
。

本
校
も
校
内
情
報
環
境
の
整
備
を
急
ぎ
、

11
月
中
に
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、令
和
三
年
度
入
学
生
は
、

全
員
Ｐ
Ｃ
を
購
入
し
て
も
ら
い
Ｐ
Ｃ
を

使
用
し
た
授
業
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

本
校
だ
け
で
無
く
、本
県
全
て
の
公
立

高
校
で
も
同
様
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、令
和
四
年
度
入
学
生
か
ら

全
国
一
斉
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
本
校
に
お
い
て
も

新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
思
い
切
っ
た
類
型
の
変

更
も
含
め
て
、今
以
上
に
魅
力
あ
る
学

校
と
す
る
た
め
、先
生
方
か
ら
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
編
成
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、令
和
四
年
度
入
学
生
の

生
徒
募
集
を
新
年
度
早
々
始
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
私
た
ち
の
生
活
は
、マ
ス
ク
着

用
・
手
洗
い・
消
毒
と「
新
し
い
生
活
様

式
」を
意
識
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、第
一
に「
命
」を
守
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
も
感
染
予
防
を
前
提
と
し

た
学
校
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

育
英
高
校
だ
よ
り

新
年
の
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

前
橋
育
英
高
等
学
校

金
子 

雅
人

校
　
長

　

新
春
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
度
よ
り
副
校
長

を
拝
命
し
ま
し
た
神
山
で
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
も
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、今
年
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、学
校
教
育
法
で
は
副

校
長
は「
校
長
を
助
け
、命
を

受
け
て
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
同
じ
条
文

で
教
頭
は「
校
長（
副
校
長
）を

助
け
、必
要
に
応
じ
て
生
徒
の

教
育
を
つ
か
さ
ど
る
。」と
あ
り

ま
す
。
や
は
り
副
校
長
に
期
待

さ
れ
る
こ
と
は「
校
務
を
つ
か
さ

ど
る
」、つ
ま
り
、校
長
の
命
を
受

け
、学
校
全
体
を
把
握
し
、必

要
な
人
員
を
確
保
し
、適
材
適

所
の
人
材
配
置
を
行
い
、よ
り

良
い
環
境
で
教
育
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
学
校
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
に
そ

の
よ
う
な
能
力
が
あ
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、皆
様
の
ご
指
導

の
下
、７
年
間
の
教
頭
と
し
て
の

経
験
を
活
か
し
、金
子
校
長
を

補
佐
し
、学
園
・
学
校
の
発
展
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

副校長
神山 義幸

副
校
長
挨
拶

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
３
年
の
年
頭
に
あ

た
り
ま
し
て
、ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
学
校
長
と
し
て
皆

さ
ん
と
と
も
に
、前
橋
育
英
高
等

学
校
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
参

り
ま
し
た
が
、今
年
度
は
、学
監
と

い
う
立
場
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
国
内
で
の
流
行
が
始
ま
っ
て
か

ら
、一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
外
国
で
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、ニュ
ー
ス
も
届

き
始
め
て
お
り
ま
す
が
、完
全
な

終
息
に
至
る
ま
で
に
は
、今
し
ば
ら

く
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
学
校

等
で
の
感
染
防
止
対
策
の
実
施
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
丑
年
で
す
。
牛

の
歩
み
は
、ゆ
っ
く
り
し
た
も
の
で

す
が
、一
歩
一
歩
力
強
く
そ
し
て

着
実
に
進
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
本

校
に
お
き
ま
し
て
も
、新
た
な
学
習

の
展
開
を
着
実
に
進
め
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、充
実
し
た
幸
せ
な
一

年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

学 監
山田 耕介

学
監
挨
拶
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ

ナ
に
終
わ
っ
た
１
年
で
し
た
。（
今

も
続
い
て
お
り
ま
す
が…

。）学

校
は
も
と
よ
り
、企
業
や
自
治
体
、

国
か
ら
世
界
か
ら
、何
か
ら
何
ま

で
も
が
動
き
を
滞
ら
せ
た
１
年

で
し
た
。
私
が
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
日
常
は
国
や
自
治
体

の
手
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
っ
た
の
だ
な
、と
つ
く
づ

く
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
当

た
り
前
に
享
受
し
て
い
る
も
の
は

本
当
は
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
を
以
て
新
し
き

一
年
を
展
望
し
ま
す
と
、例
年
の

よ
う
に
漫
然
と
四
季
を
す
ご
し

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

平
々
凡
々
た
る
日
常
を
平
々
凡
々

た
ら
し
め
て
い
る
多
く
の
人
た
ち

の
尽
力
に
感
謝
し
、衣
・
食
・
住
は

も
と
よ
り
、働
け
る
こ
と
、学
べ
る

こ
と
、そ
の
場
所
が
あ
る
こ
と
、集

ま
り
人
と
話
が
で
き
る
こ
と
が

実
は
有
り
難
い
こ
と
な
の
だ
と

日
々
実
感
し
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
一
年
を
丁
寧
に

過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教 頭
上原 敏広

教
頭
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
中
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
続
け
、

生
活
様
式
の
変
更
を
強
い
ら
れ

た
一
年
で
し
た
。
終
息
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
掛
か
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、「
未
知
の
病
原
体
に

対
し
て
、現
代
社
会
は
こ
ん
な
に

も
脆
弱
だ
っ
た
の
か
？
」と
あ
ら

た
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
諸
君
や
保
護
者
の
皆
様

に
は
、つ
ら
く
大
変
な
一
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、平
穏
な
日
々

は
必
ず
取
り
戻
せ
る
と
信
じ
て
、

今
後
も
最
善
の
努
力
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、本
校
で
は
今
春
４
月
、

第
59
期
生
が
入
学
し
て
き
ま
す
。

事
務
室
と
し
て
は
、生
徒
諸
君

や
教
職
員
に
気
持
ち
良
く
学
校

生
活
を
送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

各
種
の
事
務
手
続
き
を
適
切
に

行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、施
設
や

設
備
の
安
全
管
理
、改
修
・
充

実
な
ど
に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

何
か
と
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、本
年
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事務長
武田 雅彦

事
務
長
挨
拶
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

今
年
度
は
異
例
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
始
業
式
数
日
後
に
は
臨
時

休
校
が
始
ま
り
、６
月
ま
で
登
校
が

で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
大
学
入
試
改
革
の
混
乱
も
あ

り
、進
路
を
考
え
る
上
で
特
に
３
年

生
は
非
常
に
多
く
の
不
安
を
感
じ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況

の
中
、学
習
面
で
は
本
校
教
職
員
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
動
画
の
配
信

や
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
を
活
用
し
た
学

習
支
援
な
ど
を
通
し
て
、１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
す
べ
て
の
生
徒
が

「
学
び
を
止
め
な
い
」こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
混
乱
の
中
で
実
施
さ

れ
た
総
合
型
選
抜
、学
校
推
薦
型
選

抜
に
お
い
て
は
、国
公
立
大
学
に
15

名
、私
立
大
学
で
は
早
稲
田
大
学
、慶

應
義
塾
大
学
、東
京
理
科
大
学
、Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｃ
Ｈ
を
含
む
多
く
の
大
学
に
合
格

者
が
出
て
い
ま
す
。
通
常
対
面
式
で

実
施
す
る
面
接
が
ウ
ェ
ブ
形
式
に

な
っ
た
り
、出
願
の
際
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
提
出
を
求
め
ら

れ
た
り
す
る
な
ど
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
中
で
、多
く
の
生
徒
が
こ
れ

ま
で
に
培
っ
て
き
た
力
を
存
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

困
難
な
状
況
の
中
で
昨
年
以
上
の
実

績
が
残
せ
て
い
る
こ
と
は
大
変
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
本
校
生
徒

は
志
願
者
全
員
が
第
１
日
程
を
選
択

し
ま
し
た
。
新
た
な
試
験
と
い
う
こ

と
で
過
去
問
が
な
く
、昨
年
実
施
さ

れ
た
第
２
回
試
行
調
査
を
参
考
に
し

た
予
想
問
題
し
か
な
い
中
で
、教
職

員
と
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
対
策
に

励
ん
で
い
ま
す
。
試
験
会
場
で
は
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
例
年
と
は
違
う
環
境
で
の
受
験

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況

の
中
で
あ
っ
て
も
、落
ち
着
い
た
姿

勢
で
自
分
の
持
つ
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
こ
と
が
前
橋
育
英
高
校
生

の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　

進
路
実
現
に
向
け
て
勝
負
に
挑
ん

で
い
る
３
年
生
、そ
し
て
ど
ん
な
状

況
で
あ
っ
て
も
学
び
を
止
め
ず
、未

来
に
向
け
て
成
長
し
続
け
よ
う
と
す

る
生
徒
へ
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

進
路
指
導
部
主
任
　
渡
辺 

貴
弘

進
路
指
導
部
よ
り

　

12
月
23
日（
水
）２
学
期
終
業
式
の

前
に「
優
秀
前
橋
育
英
生
」表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
優
秀
前
橋
育
英
生
」は
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
等
で
顕
著
な
成
績
を
お
さ
め

た
生
徒
に
対
し
後
援
会
か
ら
贈
ら
れ

る
制
度
で
す
。（
後
援
会
会
則
第
４
条

第
５
項
の
２
に
拠
る
）

　

今
年
度
は
以
下
の
生
徒
・
団
体
が
対

象
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
23
日（
水
）

12
月
23
日（
水
）

優
秀
前
橋
育
英
生

表
彰
優
秀
前
橋
育
英
生

表
彰

陸
上
競
技
部

古
澤 

一
生（
３
年
）

令
和
２
年
度 

群
馬
県
高
等
学
校
体
育
大
会
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参
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今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
大
会
の
中
止
が
続

き
、唯
一
開
催
さ
れ
た
ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
へ
の
出
場
で
し
た
。
一
回
戦

の
相
手
は
北
海
道
の
駒
大
苫
小
牧
で

し
た
。
留
学
生
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
お
り
、粘
り
強
い
プ
レ
イ
を
す
る

チ
ー
ム
で
し
た
。

　

序
盤
は
シ
ュ
ー
ト
が
こ
と
ご
と
く

リ
ン
グ
に
嫌
わ
れ
、相
手
の
ペ
ー
ス

で
試
合
が
進
み
ま
し
た
。
後
半
に
な

り
選
手
も
体
が
動
く
よ
う
に
な
り
、

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ

レ
イ
ク
、３
ｐ
ｔ
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま

り
だ
し
試
合
終
盤
は
ボ
ー
ル
へ
の
執

着
心
が
上
回
り
僅
差
な
が
ら
勝
利
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
二
回
戦
の
相

手
は
熊
本
の
九
州
学
院
で
し
た
。
試

合
へ
の
入
り
方
も
悪
く
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
相
手
の
オ

フ
ェ
ン
ス
の
シ
ュ
ー
ト
が
入
り
、自

分
達
の
ペ
ー
ス
を
握
る
こ
と
が
出
来

な
い
ま
ま
試
合
終
了
で
し
た
。
今
年

は
練
習
、試
合
を
十
分
に
出
来
な
い

中
で
の
全
国
大
会
で
は
あ
り
ま
し
た

が
選
手
た
ち
が
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
三
年
生
は
少
人
数
な
が
ら
チ
ー

ム
を
ま
と
め
て
く
れ
た
こ
と
に
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今

大
会
出
場
に
際
し
学
校
関
係
者
、保

護
者
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
応
援
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、イ
ン
タ
ー

ハ
イ
が
中
止
に
な
り
、自
粛
期
間
が
続

き
思
う
よ
う
に
練
習
で
き
な
い
日
々

が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、七
年
連
続
七
回
目
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
が
、関
西
第
一
位

で
あ
る
大
商
学
園
高
校
に
０
対
１
で

敗
退
。
前
半
四
分
に
失
点
し
、後
半
な

ん
と
か
追
い
つ
こ
う
と
果
敢
に
攻
め

続
け
ま
し
た
が
、一
点
が
遠
く
涙
を
呑

み
ま
し
た
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
、何
と

し
て
も
勝
ち
た
い
と
い
う
気
迫
溢
れ

る
プ
レ
ー
で
沢
山
の
人
に
感
動
を
与

え
、白
熱
し
た
熱
い
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

そ
し
て
、何
よ
り
も
自
粛
期
間
中
苦
し

か
っ
た
事
を
忘
れ
る
か
の
よ
う
に
、

サ
ッ
カ
ー
で
き
る
喜
び
を
思
い
っ
き

り
表
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
み

え
ま
し
た
。

　

初
戦
敗
退
と
い
う
こ
れ
ほ
ど
早
い

敗
戦
に
涙
は
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
犠
牲
に

し
、す
べ
て
を
懸
け
て
戦
っ
て
く
れ
た

選
手
達
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、保
護
者
の
皆
様
に
は
、遠
く

兵
庫
の
地
ま
で
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
三
年
生
を
中
心

と
し
て
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
を
作
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
三
年
生
に
は
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
前
橋
育

英
高
校
の
誇
り
を
胸
に
、次
の
ス
テ
ー

ジ
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、本
大
会
に
際

し
ま
し
て
、沢
山
の
応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、応
援
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

全
日
本
高
等
学
校
女
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サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

監
督
　
大
手 

真
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子

女
子
サ
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ー
部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

監
督
　
加
賀
谷 

寿
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カ
ッ
プ
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